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の父親の借金だって帳消にしてやるぞ。 (注 25) 
 
父親の喬紳にこのような評されている次男の
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20 日から 29 日まで重慶の『新蜀報』の副刊
「蜀動」（第 733 期から 745 期）に連載され
た。 
(2) すでに、拙論「老舎『残霧』試論」（八戸工
業大学紀要第 25 号・平成 18年 2月）, 拙論
「老舎『国家至上』試論」（八戸工業大学紀
要第 26号・平成 19年 2月）拙論「老舎『張
自忠』試論」（八戸工業大学紀要第 27 号・
平成 20 年 2 月）拙論「老舎『面子問題』試
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20 日から 29 日まで重慶の『新蜀報』の副刊
「蜀動」（第 733 期から 745 期）に連載され
た。 
(2) すでに、拙論「老舎『残霧』試論」（八戸工
業大学紀要第 25 号・平成 18年 2月）, 拙論
「老舎『国家至上』試論」（八戸工業大学紀
要第 26号・平成 19年 2月）拙論「老舎『張
自忠』試論」（八戸工業大学紀要第 27 号・
平成 20 年 2 月）拙論「老舎『面子問題』試
論」（八戸工業大学紀要第 27 号・平成 21 年
2月）で論じたことがある。 
(3) 老舎自身が自らの劇について述べた文章には、
「閑話我的個話劇」「三年写作自述」等があ
る。この文章は『全集』を初め、『老舎劇作
全集 1』(前者のみ)や『老舎研究資料』（北
京十月文芸出版社）で読むことができる。 
(4) 杉本達夫氏は『日中戦期 老舎と文芸統一戦
線』（東方書店）で、抗日期の老舎の劇を取
り上げ論じている、この中で中国の種々の文
学史の記述を取り上げ、そこから｢文学史が
郭沫若の一連の史劇や茅盾の『清明前後』を
はじめ、抗戦期の劇作家と作品に多くの紙面
を割いているなかで、老舎作品に関する記述
の少なさは、老舎の劇作品の二重の小ささの
表現であり、作品が長い生命を持ち得なかっ
た事の表現である。｣（「老舎と抗戦劇」
p.170）と述べている。 
(5) 老舎の小説と劇との違いを取り上げて論じた
文章はまだ書いていない。ただ、小説に関し
て、既に幾つかの作品を取り上げ、発表した。
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